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1.一 般 的 認 識 作 用 と し て の 命 題 相 対 化
人間は、 自らの 置かれた環境 を認識 し、それに働 きかける ことによって 自分の適
合 で きるように環境 を整 えてい く。 あま りに単純過 ぎる ようで はあるが、 この よう
に …般 的に説明 される人間の能力が、特 に言語使用 にお いて発現す る一一・つの形式 と
して・「命題相対化」 と呼ぶ認識作用 を仮定 したい。認識作用 といって も、それは、
実際 に生成 された文章 の構造 の分析 に基づ いて提示す る情報処理的モ デルである
。
したがって、認知科学的な意味での実証性 を主張す る ものではない。それ に して も、
命題相対化 とい う認識作 用は、本稿 で示す ように文章の構造 に深 く関与す るのみ な
らず、発話行為 な どの言 語活動や、我 々が言語に頼 って行 う問題解決行動 な どの知
的活動全般 に も広 く関与 している ことが推察 され る。そ こで、本稿の本題であ る、
命題相対化が いかに文章構 造に関与 しているか とい う問題 について具体的 な議論 を
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始め る前に、 まず それが、 よ り一般 的な言語活動や知的活動 とどの ように関係する
のか とい う点か ら論 じたい。
人間があ る環境 を認識す るとい うこ とは、その環境 を以前か ら自分が経験的に知
っている環境 と比較す る作 業を含むであ ろうとい うことは、想像 に難 くない。そ し
て、その環境が比較 の結果、以前か ら知ってい る環境 と同種 の ものである と判断 さ
れれば、既存 の経験 知識は強化 されて、その普遍性が増す ことになるであろう。対
象 とす る環境 が、経験 的知識 に基づ く環境 と整合 し、それに統 合 されるのであ る。
一方、対象 となる環境が、既存 の経験知識で説 明 され るもの とは整合 しない と判断
された場合 には、それを既存 の経験 知識 との関係 において どう処理す るか とい う問
題が生 じる。ある時 には、その環境 は新種 の経験 知識 を生み、既存の知識 と対等 に
位置づ け られ るか もしれない。 またある時 には、その環境 に対 してある種 の価 値判
断が なされ、例 えば、論理的整合性の高 い環境 である と判 断 され るような らば、既
存 の経験 知識 を訂正する必要が生 まれて くる場合 も有 るであろ う。逆に、その環境
の論理性 が疑 われ、既存の経験 知識 に照 らして訂正 され る場合 も有 り得る。更には、
既存の知識 に基づ く環境 とそれに反する環境 を統合すべ く、第 三の環境が探索 され
るか も知れない。本稿 で述べ る命題相対化 とは、 この ような、環境 、或い はそのな
かで有効 な論理 の比較に関わる'般 的認識作用 を言語使用 との関係 においてモデル
化する ものである。
人間の言語活動は、様 々な関係で存在す る二つの環境 を統合す ることを目的 とし
て成 され る場合が多い。例 えば、依頼 とい う発話行為 は、現実 にはまだ存在 してい
ない出来事 を、話者が理想 的な環境 の中に想起 して、その現実 と理想の対立 を解消
す ることを 目的 に行 う行為である と考えることがで きる。話者が、現在は聞 き手の
援助 をまだ受 けていない時、或 いはこの ままで は援助 して もらえる可能性 が低 い と
い う現実 を認識 した時に、援助 を受 ける とい う理想的な環境 を想起 して、依頼 とい
う発話行為 を行 うような場合であ る。 また、依頼 に対 して遂行 される許諾 とい う発
話行為は、依頼者の理想 とする環境 に、話 者が 自分の計画 を合致 させ る意思 を示す
目的で行 われ る行為 であ る と考 え られ る。それ に対 して、拒絶 とい う発話行為 は、
依頼者の理想 とす る環境 に、 自分の計画 を合致 させ ないこ との意思表示であ る。 こ
こでい う、現実 と理想、理想 と計画 といった ような環境 の比較作業 は、 この意味に
おいて、発話行為の誘発刺激の ような ものであ る。
ところで、比較 され る 一二つの環境が対 立的な関係 として認識 され る場合、例 えば、
現実 と理想が食い違 っている ような場合 に、その対立 を解消すべ く行われる行為 は、
一般 的に我 々が問題解 決行動 と呼ぶ ものに他 な らない。即 ち、多 くの発話行為 は、
一種 の問題解決行動 と考 えるこ ともで きる。そ して、解決すべ き問題の発見 には、
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環境 の比較作業が含 まれてい る訳 である。それのみ ならず、発話行為 を 種 の問題
解決行為 と見 なす時、その行為 の有効性 の認識 に も、や は り環境 の比較作業が関与
す る。即 ち、発話行為の後 に生 じる新 しい環境 の中で、発話行為以 前に存在 した理
想 と現実の齪齢が解消 しているか否か、 更に、発話行為以前の現実 とそれ以後の現
実が対立的 な関係 を持つに至ったか否か といった環境の比較作 業である。依頼以前
の現実で は援助 を受ける ことがで きなか ったのに対 して、それ以後の現実で は、援
助 を受けているこ とを認識 した場 合に、つ ま り、依頼以後 には現 実 と理想の対立が
解消 しているこ とを認識 した場 合に、その依頼行為は有効 な問題解決行動であった
と評価 されるであろ う。
この ように考 えた時、その依頼者は 自分の置かれた環境 を認識 して(上 例 でいえ
ば、現実 と理想の比較作 業 によ り問題を発 見 し)、それ に働 きかけ るこ とによって
(依頼 とい う発話行為 を解決策 として実行 し)、 自分の適合で きるようにその環境 を
整えた(現 実 と理想の対立を解消 した)の だ といえよう。 人間は、絶 えず問題解決
行動 を行 って環境 に適応 してい くとす るな らば、その行動の基本 を成す と考え られ
る環境 の比較作業の仕組み を具体的 に示す ことは重要 であるC,本 稿 では、言 語使用
のなかで も、 文章 とい う特殊な 面 に関与す る環境 の比較作 業 を観察す ることによ
り、そのモデル化 を計る。そ うして、その比較作業が いか に文章の中で多様 な現 わ
れ方 をす るか とい う点 を、実際 の文章構造 を分析す ることで示 したい。
2.命 題 相 対 化 モ デ ル
命 題 相 対 化 とは、 命題 の真理 値 がそ の 主張 され る環境(又 は、 世界)に 相対 的 に
決定 され る とい う考 えに基 づ い て い る。 あ る世 界で真 で あ る命 題 が、 別の 世界で は
偽 で あ る こ と もあ り得 る とい う考 え方 で あ る。 命 題 は、 主 部 と述 部 か らな り、一一般
的 に は 「～ は、 ～ で あ る」 又は 、 「～ は、 ～す る」 とい う形 式 で あ らわ され る。 し
か し、 そ れが 主張 され る 世界 につ い て は 中 立的 な、 抽 象 的情 報 単位 とされ る。 どの
世 界 につ いて の こ となの か特 定 され な い ので 、 そ れの み で は真 理 値 を持 た な い。 命
題 の真 理 値 は、 そ れ を セ張 す る 世界が 特 定 され て始 め て判 断が ロ丁能 とな る。 命 題 を
主張 す る世 界 は、 命 題 が実 際 の 文 と して用 い られ た時 に特 定 され る。 命 題 と世 界 の
関係 は、代 名詞 な どの ダ イ クシ ス表現 とそ れが 用 い られ て い る具体 的 文脈 の 関係 と
並 行 的 で あ る。代 名詞 の指 示対 象 が 、 そ の代 名詞 の用 い られ る具体 的 な文脈 の 中 で
始 め て特 定 で きるの と同様 、 命題 の 真 理値 は、 具体 的 な世 界 の 中 で 主張 され て始 め
て特 定 で きるので あ る。
世界、 命題 、真理 値 の 関係 を以 ヒの よ うに考 え る と、 多 くの文 は、 あ る命題pが 、
あ る世 界W1に お い て真(或 い は、 偽)で あ る こ とを述 べ て い るの だ とい え る。 そ
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れ は、文 を次 に示 す よ うな三 つの 要 素 を持 つ意 味構 造 と して捉 える こ とで あ る。
文 の 意 味 構造
InWorld1,itis(not)true
(世 界 特 定 要 素)(主 張 要 素)
thatp
(命 題 要 素)
例 え ば 、TomISinExeternow.と い う文 は 、[TombeinExeternow]と で も表
され る よ う な 、 そ れ が 実 際 に 文 と して 用 い られ る状 況 と は 中 立 的 な 命 題pを 含 ん で
い る 。 こ の 文 が 、 実 際 に あ る話 者 に よ っ て 発 話 さ れ た場 合 に 、 そ の 発 話 の 時 点 で 特
定 さ れ る 世 界Wユ に お い て 、 こ の 命 題pは 真 で あ る こ とが 、 主 張 さ れ て い る 。 こ の
場 合 の 世 界W1は 、 文 中 のbe動 詞ISの 時 制 に よ っ て 特 定 さ れ る 。
ま た 、MarybelievesthatTomisinExeternow.の よ う な 文 に 関 して は 、 同 一一
の 命 題Pが 、 「Maryの 信 念 」 とい う世 界 に お い て 真 で あ る こ と を 主 張 して い る もの
と見 な す こ とが で き る。 よ り厳 密 に は 、 「文 が 発 話 さ れ た 時 点 に お い て 、Maryが そ
の 時 点 に つ い て 持 っ て い る信 念 」 とで も表 す べ きか も しれ な い 。 しか し、 こ の種 の
厳 密 さ は 、 本 稿 に お い て は あ ま り意 味 を持 た な い 。 なぜ な ら、 文 章 中 で 命 題 相 対 化
を 問 題 にす る 時 は 、 文 の どの 情 報 を 命 題 とみ な して 世 界 特 定 要 素 と切 り離 す か とい
う 問 題 は 、 そ の 文 だ け で は 決 定 で き な い も の だ か ら で あ る 。 例 え ば 、 こ の 文 の 次 に
ButKendoesn'tbelieveso.と い う 文 が 続 い て い る場 合 に は 、 命 題pを 単 に[Tomis
inExeternowtと 考 え 、そ の 真 理 値 が 「Maryの 信 念(Wl)」 と 「Kenの 信 念(W2)」
に 相 対 的 に 決 定 す る と考 え れ ば 十 分 で あ る 。 一一方 、Yesterday,Tomwasnotin
Exeter.Heistherenow.と い う 二 つ の 文 の 間 で 命 題 相 対 化 を 問 題 に す る な ら ば 、
相 対 化 さ れ る 命 題 は 、[TombeinExeter]で あ り、 二 つ の 世 界 は そ れ ぞ れ 、
Wユ(Yesterday-was)とW2(is-now)と い うII堺 特 定 要 素 で 示 さ れ る もの と考 え る こ と
が で き る 。 つ ま り、 二 つ の 文 の 問 、 ま た は 節 の 問 で 、 繰 り返 され て い る 主 部 ・述 部
か ら な る情 報 を 命 題 と み な し、 そ れ 以 外 の 情 報 は 、 そ れ を 相 対 化 す る世 界 特 定 要 素
と考 え る 。
命 題 相 対 化 に は 、 主 に二 種 類 の 形 式 が 考 え られ る。 そ の 一一つ は 、 あ る命 題 の 真 理
値 を 、 二 つ の 世 界WLとW2に つ い て 比 較 した 場 合 に 、 そ の 両 方 の 世 界 に お い て 命 題
の 真 理 値 が 同 一 の もの で あ る 。 こ の 形 式 は 、 例 え ば 、MarybelievesthatTomis
inExeternow.KenbelievesSO,too.と い う よ う な 文 の 間 に み られ る。 つ ま り、
Wl(Marybelieves)とVLTz(Kenbelieves)と い う二 つ の 世 界 の 両 方 に お い て ・[Tomis
inExeternow]と い う命 題 が 真 で あ る こ とが 主 張 さ れ て い る。 こ の よ う に 、 二 つ の












なお 、相 対 化 とい う 言葉 は、真 理 値 の違 い を 前提 とす る もの と して理解 し勝 ちで
あ るが、 真 理値 が 同一・の場 合 で も、 異 な る世 界 を比 較す る こ とに よ って 、命 題 の真
理値 の相 対性 を問 題 に して い る こ と には代 わ りが ない。
命 題 相 対化 の も う一つ の形式 は、比 較 す る 二つ の 世界 で、 命 題 の真 理 値 が 異 な る
場 合 で あ る。 この 形式 は、例 え ば、 前 述 のMarybelzevesthatTomisinExeter
now.ButKendoesn,tbelieveso .と い う文 の 問に み とめ られ る。 この形 式 を、 背









背 反的 命 題相 対 化 の 重要 な特徴 は、 多 くの場 合 、 別 の比 較 作 業 を誘 発 す る点 で あ
る。b図 ① は、 「世 界W1に お い て 、命 題pは 真 で あ る」 とい う判 断が な され て い る
こ とを意味 して お り、 そ れが 表現 され た 文 は、 究極 的 に はInWlpistrue.と い う意
味構 造 に還元 で きる。 前掲 の 例 な らば、 第一一文 をInMary'sbelief(W1)itistrue
thatTomisinExeternow(P).と 書 き換 え て考 え る こ とが で る。 一方 、 上図② は、
InW2,pisnlttrue.と い う意 味構 造 に還 元 で きる文 と して表 現 され る。 しか し、 こ
の意 味 構 造 は、 「世 界W2に お いて は、 命題pは 真 で は な い」 とい う意 味 で あ り、 命
題pと 世 界W2の 関係 を否 定 す る もの の 、W2で 真 と な る命 題 が 何 か は分 か らな い 。
こ の点 で、 情 報 と して は曖 昧 で あ り、W2で 真 で あ る命 題 を特 定 す る こ とが 必 要 と
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③ は 、 「世 界W2に お い て は 、 命 題notpが 真 で あ る 」 とい う意 味 構 造 で あ り、 ②
/②,の 意 味 を特 定 す る 。 こ の 比 較 作 業 は 、 世 界W2に お い て 、 二 つ の 命 題pとnotp
を比 較 した 時 に 、 前 者 は偽 、 後 者 は 真 と判 断 さ れ た こ と を 示 し て お り、 ① 一② とは
別 種 の 比 較 で あ る 。 ① 一② の 比 較 が 、 二 つ の 世 界 を 共 通 の 命 題 の 真 理 値 に つ い て 比
較 す る もの で あ っ た の に 対 して 、 ②R③ の 比 較 は 、 共 通 の 世 界 に お け る二 つ の 命 題
を そ れ ぞ れ の 真 理 値 に つ い て 比 較 す る もの で あ る 。
③ の 意 味 構 造 が 表 現 さ れ る場 合 は 、 必 ず し も そ の 文 の 命 題 要 素 に 否 定 辞notが 含
ま れ る と は 限 らな い 。 命 題pに 対 してnotpと 表 す こ との で き る命 題 は い ろ い ろ で
あ る 。 例 え ば 、MarybelievesthatTomlovesExeter,Kenbelievesthathe
hatesit.と い う繋 が りの 文 で は 、 【TomlovesExeter]と い う命 題 をpと 表 す な ら ば 、
[TomhatesExeter1と い う命 題 はnotpと 表 す こ とが で き よ う・ こ の 二 つ の 命 題 の
関 係 は 、 究 極 的 に はlovesとhatesの 間 に あ る 反 対 関 係 に 帰 す る 。 【Tomhates
Exeter】 は、notpに 直 接 対 応 す る と考 え られ る[Tomdown"tloveExeter1と い う否
定 形 の 命 題 よ り も、 意 味 的 に よ り特 定 さ れ て い る。 本 稿 で は 、 こ の よ う に特 定 され
た 命 題 を、pの 否 定 形 と して 自 動 的 に 得 られ る 命 題notpと 区 別 す る た め に 、NOT
pと い う記 号 で 表 す こ と に す る 。 意 味 的 に 強 化 され て い て も、NOTpは 、notpの
一 種 な の で あ る か ら、 意 味 構 造 ③ を表 現 す る文 の 命 題 要 素 と見 なす 。
命 題notpの 意 味 的 な特 定 は 、 論 理 的 に正 反 対 の 命 題 を提 示 す る 他 に、 置 換 に よ
っ て 成 さ れ る 場 合 も あ る 。 例 え ば 、MarybelievesthatTomisinExeternow.
KenbelievesthatheISinLondonnow.と い う文 の 関 係 は 、ExeterとLondonの 置
換 に集 約 さ れ る 。 こ の場 合 も、[TomISinLondonnow】 は 、 命 題pの 否 定 形 で あ る
notp[TomisnltinExeternow]が 意 味 的 に特 殊 化 した もの と み な す こ とが 可 能 で あ
り、 や は りNOTpと 表 せ る。















前節でモデル化 した ような認識作用 の関与 が認め られる実際の文章を収集 し分析
す ることに よ り、命題相対化が我 々の知的活動 に どういった機能 を果 た しているか
を知 るための、具体的 な手がか りを得 るこ とがで きる。本稿 では、図1で 示 した二
種類 の比較作業 か らなる命題相対化が 関与 している と考え られる文章 を分析 す るこ
とによ り、その 目的 を果 た したい。従 って、相似的命題相対化 については、 ここで
は触れない。




























この文章の(2×3×4)には、命題相対化が文章の一〇部 と して具現化 した典型的 な例 を
見 る ことがで きる。典型的 とい う意 味は、モデ ルで示 した①一③ の意味構造が それ
ぞ れ独立 した文 として表現 され ている とい う点 においてであ る。意味構造①.③ の
各要素 と文中の情報の対応 を簡略化 して以下 に示す。
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図1に 示 した命 題 相対 化 を構 成す るそ れ ぞ れ の意 味構 造 が 、⑦ は(2),②/② は③ 、
③ は(4)と して文章 中 に表現 され た と考 える・(3)ThisIsnotthecase.で は ・be動 詞
1Sの 時 制 だ けが 、世 界特 定 要 素 とみ な し得 る。 こ の文 は、 文章 の書 き手 が 命題pを
偽 と判 断 した事 を述 べ て い るが 、be一動 詞1Sは 、書 き手 の 認識 に お い て現 在 時 制 が
規 定 す る世 界 を特 定 して い る。 又 そ の 世 界 は 、(4)に 明 示 され た 世 界 特 定 要 素the
WorldBankhasmadef亡clearが 特 定 す る世 界 とは、論 理 的整 合性 の あ る世 界 とみ
な し得 る。 それ 故 、 こ こで は どち ら もW2と 図示 して あ る。
4.研 究 目 的
命 題 相 対 化 が 関与 して い る例 文1の よ う な文 章 を収 集 し、 分析 す る こ とに よ り、
い くつ か の興 味 深 い 点が 明 らか に な る と考 え られ る。 第一 に、命 題相 対 化 の 表現 形
式 を明 らか にす る こ とが で き る。 ① 一③ の意 味 構 造 は 、実 際 に文 章 の 中 で どの よ う
に表 現 され る の だ ろ うか。 い つ も、 例 文1の 場 合 の よ うに、① 一③ が そ れ ぞ れ独 立
した文 と して表 現 され る わけ で は なか ろ う。 文 脈 的要 因 に よ り、 表現 形 式 が異 な る
の で は な いか。 また、収 集 され た 文章 の 中 か ら頻 出す る表現 を抽 出 す れ ば、 命題 相
対 化 の関 与 を標 示 す る言 語 シ グナ ル を特 定 で きる。 例 え ば、 例 文1のThisISno亡
thecase/correct/contraryな どは、 いず れ もそ の よ うな表 現 で あ る。 この よう
な シ グナ ル の特 定 は、 言語 教 育 の分 野 に も資 す る とこ とが 大 きい と期待 され る。
第 二 に、命 題 相対 化 が い か な る意味 機 能 を果 たす の か とい う点で あ る。そ もそ も、
何 の 目的 で命 題相 対 化 は文 中 に表現 され るの か。 例 文1の 場 合 で あれ ば 、命 題 相対
化 を 表 現 して い る(2)(3)(4)全 体 と し て の 意 味 機i能 は 、 「誤 りの 訂 正(mistake-
correction)」 で あ る。 これ は、(1)のWemustcorrec亡 とい う表 現 に よ り明示 され て
い る。 この よ うな命 題相 対 化 の 意 味機 能 を特 定 す る こ とに よ り、命 題相 対 化 が どの
よ うな認 識 活動 に関 与す るの か を具体 的 に示す こ とがで きるであ ろ う。
第三 に、上 記事 項 と深 く関 わ るが 、 命題 相 対 化 の それ ぞ れ の意 味機 能 と、対 比 さ
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れ る二 つ の 世 界 に は どの よ うな関 連 が見 られ るか とい う点 が あ 為
。 あ る意 味 機 能 が
成 立 して い る場 合 、対 比 され る世 界W1とW2の 間 に は どの よ うな個 有 の 関係 が 見
られ る であ ろ うか。 例 え ば、 例 文1(2)一(4)で対比 され てい る 世界W
lとW2の 関 係 は、
二 つ の対 立 的 な情 報 源 の 関 係 とみ なす こ とが で きる
。 そ して、W2は 文 章 の書 き手
の 立場 とも整 合 す る もの で あ る。
5.研 究 方 法:contraryに 注 目 し て
研 究 の 方法 と して は、恣 意 的 に命題 相対 化 が 表現 され て い る と考 え られ る文 章 を
多数 集 め 、 そ の表 現 形式 や 意 味機 能 を特 定 して い くこ と も考 え られ る
。 しか し、 そ
れ は先 の 見 え ない作 業 に陥 る可 能 性 が 高 い。 む しろ、 意 味 的 な特 徴 故 にそ の 言語 シ
グナ ルで あ る こ とが 明 らか で あ る よ うな表現 に注 目 し、そ れ を含 む文章 を収 集 して、
そ の 中で 命 題相 対 化 の表 現 形 式 や 意味 機 能 を特 定 す る こ とか ら始 め る方 が
、 よ り効
率 的 で あ る と考 え る。 そ して、 そ れ を基準 に して 、新 た な表現 形式 や 意 味機 能 を記
述 して い けば 良 い。
意 味 的特 徴 に よ り命 題 相 対 化 を標 示 す る と考 え られ る言 語 シグ ナ ルの 一つ と し
て、contraryと い う語 が あ る。 この語 の 意 味 は、 論 理用 語 で言 えば 「反 対対 当」 で
あ り、 一・般 的 に は、 この語 が 文 中 に有 れ ば、 反 対対 当 の関 係 にあ る命 題 の存 在 が 予
測 で きる。 命 題相 対 化 モ デ ル の意 味構 造② に対応 す る文 が 、情 報 量 の 点 で不 十 分 で
あ り、 更 な る 意 味 の 特 定 が 必 要 と な る こ と を述 べ た 。 そ の 特 定 方 法 の … つ は 、
[TomlovesExeter]と い う命 題 に 対 して、[TomhatesExeter]と い う命題 を示 す 、
反 対 対 当 の情 報 の提 示 に よ る とい え る もの で あ っ た。 従 って、contraryと い う語 を
含 む文 章 に は、 図1の 意 味構 造 ⑦ ② と して示 した背 反 的 命 題 相 対 化 を前 提 と して
、
② ③ に よる 意 味 の特 定 を も含 む 一連 の 認 識 作 用 が 、 直 接 的 に 関 与 して い る こ とが
予 想 され る。




こ の 文 は 、 亡he加2presslon8ゴvθ ηfη 亡headvertisementをWl
,shareの 時 制 が 規 定
す る 世 界 をW2と み な す と 、 一 文 の 中 に 命 題 相 対 化 を 具 現 化 して い る もの と も理 解
で き る 。 まず 、 命 題 【weshareInthedesiretosaveBrazilianrainforests】 をNOT
pと 表 す と 、 そ れ と 反 対 対 当 の 命 題pが 、Wl(thelmpressloηglveηInthe
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adver亡isement)で は 主 張 され て い る こ とに な る。 この 文 だ け で は 、 そ の 命 題pを 、
NOTpの 否 定 形 以hに 特 定 す る こ と は で き な い 。 しか し、 先 行 文(2)に は 、The
advertlsementsuggesisと い う、Wlを 示 す も う ひ とつ の 世 界 特 定 要素 が 既 に 明 示
さ れ て お り、 そ こ で は 命 題 【aproposedhydro-electricschemewhichwill且oodthe
AmazonianforestwillbefinancedbytheWorldBank】 が 主 張 され て い る 。 そ こで 、
最 終 的 に は こ の 命 題 が 、NOTpと 反 対 対 当 の 関 係 に あ る命 題pで あ る と捉 え られ る
の で あ る。 この 例 か ら も、contraryと い う語 、 或 い は 今 の 場 合 な らcontrarytoWl
とい う表 現 を 、 命 題 相 対 化 が 関 与 して い る こ と を 示 す 指 標 と見 な す こ と は 、 妥 当 で
あ る と 言 え る 。 そ れ を 含 む 文 章 か らは 、 命 題 相 対 化 の 各 要 素 を取 り出 す こ とが で き
るか らで あ る 。
結 局 、例 文1に は背 反 的 比 較 に 基 づ く命 題 相 対 化 が 二 組 含 ま れ て い る こ とに な る。
今 述 べ たcontraryと い う指 標 を 含 む もの と、図2で 示 した もの と で あ る 。両 方 と も、
命 題pの 役 割 を す る の は(2)のthat節 の 内 容 で あ り、 そ れ ぞ れ が そ の 異 な る二 つ の 局
面 に 対 し て 、 つ ま り経 済 的 援 助 と森 林 破 壊 に 対 し て 、NOTpに 当 た る 情 報 を 提 示
して い る の で あ る 。 ま た 、 ど ち らの 場 合 も、 命 題 相 対 化 が 全 体 と して 果 た して い る
意 味 機 能 は 、 誤 りの 訂 正(mistake-correction)で あ る。 そ して 、 対 比 さ れ て い る 二 つ
の 世 界 は 、 い ず れ の 場 合 も 二つ の 情 報 源 、 即 ちtheadvertisementとtheWorld
Bankと み な す こ と が で き る。 た だ 、 こ の.二 組 の 命 題 相 対 化 が 文 章 化 す る 際 に 用 い
られ た 表 現 形 式 は 、 異 な っ て い る。 こ の 点 を 明 らか に す る た め に 、 まず 、 最 初 の 命
題 相 対 化 が 文 章 化 した もの を次 の よ う に 表 して み る。
(A)lnWlitistruethatp.lnW・thisisn・tthecase・lnW2itistruethatNOTp・
こ れ に 対 して 、contraryを 含 む 方 は 、 次 の よ う に 表 せ る 。
(B}lnWlitistruethatp.C・ntraryt・W1,inW・itistruethatNATp.
(A)と(B》の 間 に見 られ る形 式 の違 い は、(A)の 方 が 、意 味構 造 ①② ③ をそ れぞ れ独
立 した 三 つ の 文 と して 表 現 して い るの に対 し、(B)の 方で は、② に対応 す る直接 的
表現 は、独 立 文 と して は現 れ てい な い点 で あ る。 そ の代 わ りに・ContrarytoWlと
い う句 が 、 意 味構 造③ に対応 す る文 の… 部 と して組 み込 まれて い る。
この形 式 の 違 い は、文 脈 的 要 因 に よる もの と考 え られ る。(B)で はInWritistrue
thatP・ に対応 す る(2)の あ とに(3)一(5)が続 い て い るた め に・(A)の よ うに② をThisis
notthecase.と い うよ うに表 現す る こ とはで きない 。(6)が 、距離 的 に離 れて はい る
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が 、InW2itistruethatNOTpに 対応 す る情報 であ り、(2)と 結 束性 を持 つ 文 で あ
る こ とを明示 す るた め に は・ContrarytoWlと い う表現 を川 い る こ とに よっ て
、(2)
で 既 に 表 現 さ れ て い た 世 界Wlを 繰 り返 し 明 示 す る こ と が 必 要 な の で あ る
。
ContrarytoWIと い う表現 は・ そ れ を含 む 文 と、 意味構 造① に対 応 す る文 との 間 に
か な り距 離 が あ る場 合 で も、 結 束性 を持 たせ t命 題 相 対 化 が 関与 して い る こ とを示
す こ とが で きる。 それ の み な らず 、仮 に意 味構 造 ① が独 立 文 と して表現 され てい な
くて も、 命題 相 対化 を 表現 で きるの であ る。 そ れ に対 して、Thisisnotthecase.と
い う表現 は 、σ)に対応 す る 文の 直後 に こ なけ れ ば な らな い。 また 、 この 様 に② を独
立文 と して 表現 す る とい う こ とは、 命題pを 否 定 す る こ とに一一文 を割 い て い る訳 で
あ り、 そ うで ない場 合 に比 して、 否 定 の意 味 を強調 して い る とい え る。
この様 に、 命題 相 対化 の意 味構 造 ④② ③ は、独 自の 文脈 的特 性 を持 つ 多様 な表現
形 式 で実 現 され る と考 え られ る。 す る と、contraryと い う語 を指標 と して命 題相 対
化 の 表現 形式 を探 る こ とが 、 どの程 度 命題 相 対 化 の 表現 形 式 の全 体 像 を明 らか に し
て くれ るか は不 明 で あ る。 また、 例 文1の 二 つ の命 題 相 対 化 は、 どち ら も誤 りの 訂
正 とい う同'の 意味機 能 を持 つ とみ なす こ とが で きたが 、contraryと い う語 を指 標
と してデ ー タ を制 限す る こ とで 見過 ご され て しま う意味 機 能 も多 い であ ろ う
。 そ の
よ うな難点 を銘 記 した上 で、 本稿 で は敢 え て指 標 を限定 して、 命 題相 対 化 の表 現 形
式 や 意味 機 能 を探 って み る。
多 少 な りと も前述 の不 安 を払拭 して くれ る事 実 と して 、例 文 ユの 第一一組 めの 命 題
相対 化 を表現 して い る(A)に も、 以 下の よ うな形 式 で 、contraryと い う語 を指 標 と
して 組 み込 む こ とが で きる。
(A)'InWlitistruethatp.InW2thisisnotthecase .
Onthecontrary,inW2itistruethatNOTp .
実 際 、例 文1の ② 一(4)で、 命題 相 対化 が 関 与 す る部 分 を、 文 意 を保 っ た ま まこの形
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banks-includingBritishbanks-areconsideringtheprovisionofapowersector
loantoBrazil.
(A)は 、(A),に 含 まれ るonthecontraryと い う指 標 が つ いて お らず 、(3)の 意 味 を
特 定す る(4)が 反 対対 当 の情 報 で あ る とい うこ とが 、明 示 されて い な い だけ な ので あ
る。 この よ う にcontraryと い う語 を補 って考 え る こ とが 可 能 で あ る とい う事 実 は、
や は り、contraryと い う語 を 旧一つ の指標 とみ な して 、 それ を含 む文 章 の構 造 を分 析
す る こ とが 、 命題 相 対化 の表現 形式 一般 に対 して 、 あ る種 の基 準 を示 して くれ る可
能性 が 高 い こ とを意 味す る。
6.指 標:onthecontrary
contraryと い う語 を 命 題 相 対 化 の 指 標 とみ な して 、 そ れ を 含 む 文 章 の 特 徴 を探 る
た め に 、 英 字 新 聞Independent&IndependentonSundaysoncDRoMを デ ー タ
と して 、1988年10月1日 ～1989年3月310ま で の 間 のcontraryと い う語 を含 む 記
事 を 分 析 して み た 。 こ の 間 にcontraryと い う語 を含 む記 事 は322件 あ り、 そ れ を






6)そ の 他(各10件 未 満)
筆 者 は、拙 論(1999)に お いて 、前 記 デ ー タの 中で接 続 副 詞onthecontraryの
用 い られ た文 章 を分 析 して、 命 題相 対 化 の表 現 形式 を記 述 した。 文 章 中 に この接 続
副 詞 が用 い られ て いれ ば 、少 な くと も二つ の節 が 命 題相 対 化 の 表現 に関与 す る こ と
が 一・般 的 であ る。 そ れ故 、 最 多件 数 のcontrarytoWlを 指標 と して集 め た文 章 にお
け る よ りも、 命 題相 対 化 を表現 す る部分 が 文 章 全体 に 占め る割 合 が高 く、文 章構 成
に大 きな役割 を果 た して い る場 合 が 多 い。 例 えば 、新 聞 記事 の報 道 内容 を、読 者 の
側 か ら訂 正す る意 図で書 かれ た編 集 者宛 て の手 紙 な どは、 そ の報 道 内容 とそ れ を置
き換 える訂 正情 報 の提 示 が文 章 の 中心 で あ り、命 題 相対 化 の 表現 が 文 章構 造 の ほ ぼ
全 体 を 占めて い た。
命 題 相対 化 が 全 体 と して 情 報 の訂 正 を行 う 目的 で 表 現 され た とい う よ う な場 合
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に、 そ の[1的 を命 題相 対 化 の意 味 機 能 と考 えた。 一般 的 に、onthecontraryを 指
標 と して 集 め た文 の 中で は、意 味機 能 を一種 の 節 関係 と して説 明す る こ とが で きた
。
節 関 係 とは・ 二つ の 文 の 問・ 或 い は負肋 間 に結 ばれ る意 味 関 係 の こ とであ る
.例 え
ば 「否定(ComparativeDenial)」 とい う節 関係 な らば、 ・方の 節 を他 方が 否 定 す る
場 合 に成立 し、 また 「特 殊 化(Specification)」 とい う節 関係 な らば
、 一▲方が他 方の 意
味 を特 殊 化 して い る場 合 に成 立す る。 そ して 、 命 題 相 対 化 の 意 味 構 造 ① 一③ が 、 全
て独 立 した 三つ の節 と して 表現 され れ ば 、① と② を表現 す る節 の 間 に は 「否 定 」 の
関 係 が 成 立 し、② と③ を表現 す る節 の 問 に は 「特 殊 化 」 の 関係 が 成-_.ｺ1
_す る。 更 に
⑦ 一③ 全 体 と して は ・ 「否 定 」 と 「特 殊 化 」 とい う二 つ の 節 関 係 が 統 合 して
、 「誤
り一訂正(mistake‐correction)」 とい うよ うな よ り高 次 元 の節 関係 が結 ば れ
、 これ
を命 題相 対 化 の意 味 機 能 と考 え た。 接 続 副 詞onthecontraryに 関す る デ ー タの 中
で 頻 出 した意 味 機 能 は 、 「誤 り一訂正(mistake‐correction)」 の 他
、 「予 測 一挫 折
(expectation‐frustration)」 と名 づ け た もの で あ った。 そ の うち の 「予測 一挫 折 」
の 意 味機 能 は、 「問題(problem)」 と理解 され、 更 に 「解 決(solution)」 に あた る情報
を要 求 す る こ と も論 じた。 また、 「誤 り 一訂 正」 と 「予測 一挫 折 」 の違 い は
、⑦ と
② を表現 す る 二文 の 間 の 「否 定」 に 、譲 歩(concession)の 意 味 が 含 まれ て い る か否
か にかか って い る と した。
接 続 副 詞onthecontraryを 含 む 文章 にお け る命 題 相 対化 の表 現 形 式 は
、 文脈 的
要 因 に応 じて① 一③ が 表 現 され る形 式 の 違 い に よ り、 分 類 が 可能 で あ る 。 例 え ば 、
どの意 味 構 造 に も同 等 の 重点 を置 き、 ①,②,③ をそ れ ぞ れ独L11一文 と して 表現 す る場
合 や 、① は既 に 言 う まで もな い 旧情 報 と して、② を示 す 文 に組 み込 ん で 表現 す る場
合、 否定 の 意 味 よ りは、 対 立 的 な命題 の 対比 に 重点 が 置 か れて① と③ だ け を表現 す
る場 合 な どい ろい ろで あ る。 以 下 に、 表現 形 式 を公式 的 に提 示 して お く。
第1形 式




、独 立 文 と して 、W1で 命 題pが 主 張 され る。 そ れ が 、 次 の 独 立文 で 設 定
され るW2に お い て 否 定 され る 。 更 に 、 第 三 の 独 立 文 の 中 に お い て
、W2で 命 題
NOTpが 主張 され る。① 一③ の全 てが 独 立 文 と して表 現 され る こ とは
、命 題 相 対 化
を構 成 す る意味 構 造 の そ れぞ れ に一旦 は焦 点 を置 いて 強 調 して い る こ とに な る
。 ま
た、 否 定 と特 殊 化 の節 関係 が 、 暗示 に よ る もの で は な く、 実 際 に 表現 され た 節 の 間
に成立 す る。 図1の モ デ ル に合 致 す る、命 題相 対化 の 表現 の典 型
。
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第2形 式
① が ② を表 現 す る 文 に組 み 込 ま れ て い る と考 え られ る場 合 。
InWZitisn'ttruethatpasinW1.Onthe・ ・ntrary,inWzitistruethatNOTp・
第1形 式 とは 対 照 的 に 、 最 初 か ら、WIで 主 張 さ れ る 命 題pが 、W2の 視 点 に お け
る否 定 の 対 象 と して 表 現 され る.例 え1ま、Ericiswr・nginclaimingthatp.の よ　
う な 表 現 は 、Inthewriter'sknowledge(Wz)itisnlttruethatpasinErics
claim(Wl)と い う 意 味 構1造 を前 提 とす る と 考 え 、 こ の 形 式 の 第 一要 素 と み な す こ と
が で き る 。 ① 一③ を す べ て 独 立 し た 文 で 表 現 す る 第1形 式 に 対 して 、 第 二 形 式 は 、
以 前 の 新 聞 記 事 な どで 既 に ① に相 当 す る 文 の 情 報 が 与 え られ て い る よ う な 場 合 に 用
い られ る 形 式 で あ る 。
第3形 式
② ③ だ け が 表 現 され 、 ① が 見 か け 上 欠 落 して い る が 、 様 々 な方 法 で そ の 存 在 が 暗
示 さ れ て い る場 合 。
InWzitisn'ttruethatp.Onthecontrary,inW2itistruethatN4Tp.
命 題pは 表 現 さ れ る が 、Wlは 実 際 に は 明 示 さ れ な い 。 こ の 点 で 、 第 二 形 式 と は
異 な る 。W1の 明 示 は な い が 、publicbelief等 の 一般 的 世 界 特 定 要 素 が 暗 示 さ れ る 。
② が 表 現 され て い る の で 、 命 題pの 否 定 に 焦 点 が 置 か れ て い る とい え る 。
第4形 式
① と③ だ け が 表 現 さ れ 、② が 欠 落 して い る場 合 。
InWIitistruethatp.4nthecontrary,inW2itistruethatNOTp.
第1形 式 と同 様 に 、 一・旦 、 独 ㍍文 でWlに お け る 命 題pが 主 張 さ れ る 。 ② が 欠 落
し て い る こ と は 、 否 定 に 焦 点 が 置 か れ て い る の で は な く、 ① で 提 示 され る 命 題pと
③ で提 示 され る 命 題NOTpの 対 比 に焦 点 が 置 か れ て い る こ と を 意 味 す る。
第5形 式
① ど3)だ け が 表 現 さ れ る 。 しか し、 ③ が 、 命 題notpと 命 題NOTpの 両 方 で 表 現
さ れ る た め 、 三 つ の 文 の 関 係 と な る 。 指 標onthecontraryは 、 最 後 の 文 に つ く。
InWlitistruethatp.lnW2itistruethatnotp.Onthecontrary,inW2itistruethat
NOTp.
こ の 形 式 は 、 大 橋(1999)に は 含 ま れ て い な い 。 前 回 の 分 析 で は 、 誤 っ て 普 通 の 否
定 文 も② を表 現 す る もの と して 扱 っ た た め で あ る 。 例 え ば 、Hedidn「tlikeExeter.
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と い う文 は 、ItisnlttruethathelikedExeter.と い う よ う に 分 析 して し ま っ た 。 し
か し、 こ れ はltistruethathedidn'tlikeExeter.と い う よ うに 、③ を 表 現 す る 文 と
見 な す べ き もの で あ る 。 そ れ ゆ え 、 前 回 の 分 析 で は 第1形 式 と判 定 した もの の 中 に 、
こ の 形 式 と して 判 定 し直 さ れ た もの が 有 る 。 第1形 式 で は 命 題pを 否 定 す る こ と に 、
こ の 形 式 で は 命 題notpを 主 張 す る こ と に 、 そ れ ぞ れ 力 点 が 置 か れ て い る。
第6形 式
③ だ けが 、 命題notpと 命 題NOTpの 両 方 で 表現 され る。 様 々な 方法 で① ② の 存
在 が暗 示 され る。
lnW2itistruethatnotp.C?nthecontrary,inW2itistruethatNOTp,
この形 式 は、 第5形 式 と同様 の 理 由 で、 前 回の 分析 には 含 まれ て い ない 。 前 回 の
分析 で は 第3形 式 と判 定 され た もの の 中 に 、 この 形 式 と して判 定 し直 され た ものが
あ る。
命 題notpか ら機械 的 にpが 得 られ るが 、Wlは 第3形 式 と同 様 に明 示 され ない 。
第3形 式 で は 、 い ろい ろ な 方法 で世 界W1の 存 在 が 暗示 され 、 そ の 世 界 で 主 張 され
た はず の 命題pを 否 定す る こ とに力点 が 有 る。 しか し、 この 形式 で は、② は表現 さ
れず 、W2で のnotpの 主張 に力点 が あ る。 そ の分 第3形 式 よ り、Wlの 影 が うす い。
7.指 標=contrarytoW1
7.1第1形 式
以 ドに は、 ヒ記 デー タ中で 最 も件 数 の 多 いcontrarytoWlの 用 い られ た 文章 の分
析 結 果 を示 す 。 一一部 の例 外 を除 き、 第5節 にお い て 表現 形 式(B)と して 説 明 した よ
うに、 この複 合前 置 詞句 は、 命 題 相 対化 の 意 味構 造③ を表現 した 文 に組 み込 まれ て
い る と見 なす こ とが で きる 。 そ の よ うな場 合 、 意 味 構 造 ② を示 す はず のInW2it
lSIlrttruethatpと い う構 造 の文 は、 この複 合 前置 詞 句 に よ り⑥ に吸 収 され た と考
え る こ とが で きる。 この複 合 前 置 詞 句 は、⑦ を表現 す る文 に含 まれ る世 界Wiを も
明示 す るの で 、対 比 され る 二つ の世 界が 同 一 文 内で 表現 され る こ とにな り、 そ の 文
だ け か らで も、 命 題 相 対化 の 各 要素 を特 定 す る こ とが 可 能 で あ る。Wlで 主張 され
て い る 命 題pが 明 示 され て い な くて も、 そ れ は、 同 文内 に お い てW2で 主張 され て
い る命 題notpを 肯定形 にす るかNOTpか ら逆 算 で きる。 ・般 的 に、 この複 合 前 置
詞 句 を含 む 文 は、 意 味構 造㊤ ③ の 全 て を ・文 内 に集 約 して 表現 した もの とみ な し
て よい。
しか し、例 文1の 説 明で も示 した よ うに 、 先行 文 に よ り、 既 に① が 表 現 され て い
る こ と もあ り、 そ の 場 合 に は、 そ の 先 行 文 か ら直接 に命 題pを 得 る こ とが で きる。
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また、 この先 行 文 は、③ を表 現 す る文 との距 離 が か な り文 章 中で離 れて い て も、 二
つ の文 の 間 に は共 通 の 世 界特 定 要 素Wｺが あ る ため 結 束性 が生 まれ る。 その 結 束性
は、contrarytoWlのW1を 表現 す る名詞句 に、① の世 界特 定 要素 と共 通 の語句 や・
the、thatな どの 前 方照応 的表 現 が 含 まれ て お り、 先 行 文 で既 に表 現 され たWlを 指
示 す る こ とに よる。 この場 合 の 表 現 形 式 は、 前 記(B)の よ うにInWlitistrue
thatp.ContrarytoW1,inWzItistruethatNOTp.と 表 す こ とが で きる。 この
形 式 の特 徴 は、① を まず 独 立 した 文 で 表現 す る こ とに よ り、 … 旦 はWlの 立 場 に視
点 を置 い てpを 主張 し、 そ れ か ら、次 の 文 で そ れ に対 す るW2に 視 点 を移 動 させ る
効 果 を もつ点 で あ る。 便 宜上 この形 式 を第 一形 式 とす る。
た だ、 上 記 デ ー タの示 す 限 りで は、 先 行 文脈 で① に対 応 す る文が 独 立文 と して表
現 され る場 合 はむ しろ希 で あ り(115件 中3件)、 比 較 作業 の① 一③ の全 てが 一文 中で
表 現 され て い る とみ な し得 る場 合 が 大 多数 で あ る。 第 一一形式 で は、 独 立 文 と して 、
一旦 はW1の 立場 に視 点 が 置 か れpの 主 張が な され た の に対 して 、大 多数 の場 合 は、
① も③ を表現 す る文 か ら得 る こ と にな る ため 、WsはW2の 視 点 に相 対 的 に語 られ る
のみ で 、W2の 視 点 とは独 立 した文 でW1の 視 点 を設 定 しpを 主張 す る とい うこ とが
な い。 そ の意 味 で、WlはW2に 従属 的 であ る。
7.2第2形 式
以 下 に まず 、 意 味構 造① 一③ の全 て が ・文 に集 約 さ れ て い る とみ な し得 る表 現 形
式 の例 を示す 。 そ れ に も、 い か に して① ② が 得 られ るか に よっ て、 い くつ か の パ タ
ー ンをみ い だす こ とが で きる。 そ の 一 つ は、Wlで 主張 す る 命題pを 以 下 の例 の よ



























以 上 、 例 文2-4で 示 した 形 式 を便 宜r第2形 式 とす る。 ま た 、 例 文2の 構 造 を そ
の 代 表 的 な もの と し て 、ConfirarytoWithatp,inW2itistruethatNOTp .と 表 す 。
7.3第3形 式
第2形 式 で は、 同格 のthat節 な ど様 々な手段 でpが 明示 され るが 、 そ れ は、 単 に
NOTpの 否 定 形 と して 得 られ る命 題 で は な く、 よ り特 定 され た情 報 で あ った 。 こ
の 点 で 、 次 に示 すpが 明示 され な い形 式 とは異 な る。pが 明 示 され ない場 合 は 、 文
中 のNOTpか らの逆 算 でnot(NOTp)と して得 られ る情 報 以 上 には、 そ の特 定 が で





















この形 式 を、Contrarytowl,inW2itistruethatNOTp.と 表 し・ 第3形 式 とす る。
この形 式 で は 、NOTpを 否 定す る こ とに よ り得 られ る命題not(NOTp)が 、Wlで
主張 され る命 題 と して 算 出 され るの で あ るが 、 その 命 題 は 、 第2形 式 の 命 題pと 比
べ れ ば、命 題NOTpに 対 す る反対 の意 味 の特 定 が弱 い 。 この事 実 は、例 え ば例文2





つ ま り、 こ の 文 か ら得 ら れ る 命 題not(NOTp)は 、[Hirohitodidn'trepeatedly
callforadiplomaticsettlementoftheSino-Japanesewar]で あ る が ・ こ れ は例 文
2の 命 題p[Hirohitogavethemilitarya'freehandinChinal]を 必 ず し も意 味 し
な い 。 反 対 対 当(contrary)と い う語 を使 っ て み て も、 日常 言 語 に お い て の そ の 意 味
は 広 く、 あ る 命 題 と 反 対 対 当 の 関 係 に あ る 命 題 が 実 際 に 明 示 さ れ る の で な け れ ば 、
対 比 され て い る 命 題 は 曖 昧 な ま ま で あ る 。
7.4第4形 式
第3形 式 と 同 様 に 、 命 題pを 直 接 に 明 示 し て い な い が 、 そ の 否 定 形notpをW2で
主 張 す る こ と に よ り、 結 局 命 題pも 自明 に な る の が 次 の 第 四 形 式 で あ る。 こ の 形 式
は 、Contraryto呂!1,inW2itistruethatnotp.と 表 せ る もの で あ る 。 こ こ まで の
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形式 で は、 命題 相 対化 に含 まれ る比 較作'業③ が 、InW2itistruethatNOTp .とい
う よ うに表現 され る もの を検 討 して きた。NOTpは 、命 題pの 否定 形notpが 意 味
的.に特 定 され て 表現 され た 命題 で あ った。 第4形 式 で はそ こ まで の特 定 が 同 一 文 中
で は な され て はお らず 、pの 反 対 命 題 が 否 定 形 と して 表 現 され て い る だ け で あ る。



























この形 式 で は、W2に お い て真 と主張 され て い る命 題 を否 定形notpで 表 して い る。
この特 徴 故 に、pの 特 定 は容 易 で あ るが、notpと い う命・題 自体 の具 体 性 が、 第3形
式 のNOTp程 に は高 くない 。 これ は、 例 え ば、命 題 【Tomisrich]に 対 して、 そ の
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否 定 形 の[Tomisn'trich】 とい う命 題が 、[Tomispoor]と い う命 題 ほ どに は、「反対 」
の意 味 を特 定 しない とい う こ とと同様 で あ る。 そ れで も、richとpoorの よ うな語 彙
の 意 味 的 な特 徴 に よ る反 対 関係 が 明 らか で あ る語 を 一部 に持 つ よ うな命 題 で あ れ
ば、 そ の否 定 形 もか な りの情 報価 値 を持 ち得 る。 しか し、 否 定形 で表現 され た命 題
の 意 味 は、 第3形 式 で 命題pの 意 味 がnot(NOTp)以 一ヒに特 定 で きなか っ たの と同
様 、 曖昧 さを残 す 場 合が 多 い。
7.5第5形 式
上 記 の よ う に 、 第4形 式ContrarytvW1,inWzitistruethatnotp.は 、notpと
い う命 題 が 具 体 性 に 欠 け 、 曖 昧 さ を残 す 場 合 が 多 い の で 、 し ば し ば 、notpを 意 味
的 に特 定 す る た め の 情 報 に よ っ て補 足 され る 。 そ の 結 果 、 文 章 は 、ContrarytoWr,
inWzitistruethatnotp.InW2itistruethatNOTp.と 表 す こ との で き る二 つ








uniformの 具 体 例 で あ る と 考 え れ ば 、NOTpを 上 記 よ う に 捉 え る こ と が で き る 。 こ
の 例 で は 、schooluniformwasnotformalwearと い う 曖 昧 な 否 定 形 の 命 題 が 、








こ の 例 で は 、NOTpに よ る 意 味 の 特 定 が 、notxbutyと い う 構 造 に よ る 情 報 の
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こ こで は・littleと い う否定 語 をnotと 同等 に捉 えて 、 この形 式 の 一 例 と した。 ま
た 、insteadと い う語 が 情 報 の置 換 が 行 な わ れ て い る こ と を示 す 指 標 の役 割 を果 た
して い る。
7.6第6形 式
こ こ ま で に検 討 して き た 形 式 は 、 意 味 構 造 ① が 独 立 文 と して 表 現 さ れ て い る 第1
形 式 は 例 外 と して 、 ① ② に 対 応 す る文 が 、 ③ を表 現 す る 文 に 融 合 した と 考 え 得 る 形
式 で あ っ た 。 しか し、contrarytoWlと い う複 合 前 置 詞 句 が 、(2)を 表 現 して い る と
考 え られ る 文 に組 み 込 ま れ る 例 外 的 な場 合 もあ る。 つ ま り、ContrarytoWl
,inW,
itisn'ttruethatp.と い う意 味 構 造 の 文 が 表 現 さ れ る 。 第4形 式 のContrarytoW}
,
inW2itistruethatnotp .が 、 「W2でnotpを 主 張 す る 」 の に 対 して 、 この 場 合 は 、
「W2でPを 主張 しな い」 と い う こ と で あ り、 厳 密 に は 、W2とPの 関 係 を 否 定 す る こ
と を 主 眼 と して い る と い え る 。 しか レ ー般 的 に は 、 こ の 意 味 構 造 を持 つ 文 は 、 解 釈
過 程 で そ の 意 味 を 強 化 さ れ 、 第 四 形 式 と同 様 に 理 解 さ れ 得 る 。 そ れ で も、 第4、5
形 式 と 同 様 に 、 命 題notpが 意 味 的 に 曖 昧 で あ り、 更 な る 意 味 の 特 定 を 要 求 す る
。
結 局 、 こ の よ う な場 合 に は 、 次 の よ う な 表 現 形 式 と な る 。
ContrarytoWl,inW2itisn'ttruethatp .TnWzitistruethatN4Tp .こ れ を 第
6形 式 と して 、 以 下 に そ の 例 を 示 す 。
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第 一一文 の 、itisnotthecasethatpと い う構 造 は 、 意 味 構 造 ② を直 接 表 現 す る形
式 とみ な す こ とが で き る 。 こ れ は 、itisthecase(true}thatnotpと い う③ に 対 応
す る 文 と して 、 意 味 を 強 化 した 解 釈 もで き る が 、 そ れ で も ま だ 否 定 文 で の 意 味 の提
示 は 曖 昧 で あ り、 そ の 特 定 が 要 求 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 そ の 特 定 が 、 命 題NOT
P[everyonewouldhavetopay1に よ っ て な され て い る 。
7,7第7形 式
更 に 次 の 形 式 も、 第6形 式 と 同 様 に複 合 前 置 詞 句contrarytoが 意 味 構 造 ② を 表 現
す る 文 に組 み 込 ま れ て い る と見 な し得 る 。 しか し、ContrarytoWIthatp,inWzit
isnlttruethatpと い う形 式 に よ り、Wlの 後 にthat節 を 用 い る な ど して 、 命 題pを
明 示 して い る 点 で 異 な る 。 こ の よ う に 形 式 を 示 す と 、pの 繰 り返 し に よ り、 … 方 が
一 見 余 剰 な 情 報 の よ う に 思 え る。 実 際 に は 、 同 一 の 命 題 が 繰 り返 し表 現 さ れ る の で
は な く、 命 題pは 、 表 現 され た二 つ の 異 な る 節 か ら共 通 の 命 題 と して 推 論 さ れ る も
の で あ る 。 こ の 形 式 をContrarytowithatpinW2itisn'ttruethatp.InW2itistrue














こ こ で は 、Icannotimaginepと い う表 現 を 、InW2itisn,ttruethatpに 対 応 す
る もの と考 え る。imagineに 続 く命 題pは 、[hewhishestotakeadvantageoftax
concession]で あ る が 、Wlに 続 く命 題 は[heshouldhavetimedhisweddingto
coincidewiththestartofthefinancialyear)で あ り、 前 者 と同 一で は な い
。 しか し、
二 つ の 命 題 の 間 に は 目 的 と 手 段 の 意 味 関 係 が あ り
、Wlに 続 く命 題 と し て 手 段 を述
べ る こ と で 、実 は そ の 目 的 を 表 す 命 題 を も暗 示 して い る こ とが 推 論 され る
。つ ま り、
命 題pの 内 容 は 、 上 記 の()内 に示 した よ う な 形 で 、 目 的 と手 段 の 両 方 を 含 ん で
い る と推 論 さ れ る 。 こ の 推 論 に よ り初 め て
、contraryと い う 語 で 明 示 さ れ た 反 対 関
係 が 整 合 性 を持 つ の で あ る。 そ して 、InW2itistruethatNOTpと い う意 味 構 造
③ に 対 応 す るHisc加1ceofdate,!n..myopinlon,xsdeliberate .と い う文 が 、 反 対 関
係 の 意 味 を特 定 す る た め に補 わ れ て い る 。QuitetheoPPositeと い う直 前 の 表 現 は
、
この 文 をNOTpと して 理 解 す べ き こ と を 明 示 して い る
。
7.8表 現 形 式 の 分 別 基 準
以 上、複 合前 置詞 句contrarytoW1を 命 題相 対 化 の指 標 とみ な し、 そ れ を含 む文
章が どの よ うな形 式 で、命題 相対 化 を表現 す るの か とい うこ とを見 て きた。以 下 に、
七 つ の 表現 形 式 を特 定す る こ とに な った基 準 を再確 認 し、そ れ ぞ れの 表現 形 式 の関
係 を ま とめ て み る。
七 つの 表 現形 式 は、 命題 相 対 化 を構 成 す る意 味構 造① ② ③ が、 そ れ ぞ れ独 立 した
文 と して 文 章 中 に表現 され て い るか 否 か とい う基 準 で 見 る と、次 の 三 つの タイ プに
分類 す る こ とが で きる。 箭 一・に、① は独 立 文 と して 表現 され るが 、② は③ を表現 す
る文 に従 属 した とみ られ る タ イプが あ る。 これ に は、 例 文1で 示 した 第1形 式 が 含
まれ る。 第二 に、① ② は独立 文 と して は表 現 され ず 、共 に③ を表 現 す る文 に吸 収 さ
れ た とみ られ る タ イプが あ る。 これ には、 第2形 式 か ら第5形 式 の そ れ ぞ れ が 含 ま
れ る。 第 一ヨこ、 ⑦ が② を表 現 す る文 に吸 収 され 、③ は独 立 文 と して 表現 され る タイ
プが あ る。 これ には、 第 六形 式 と第七 形式 が 含 まれ る。
上 記 第 二の タ イプ は、複 合 前 置詞 句contrarytoWlの 直 後 に同格 のthat節 を伴 う
な ど して 、 命 題pが 明 示 され るか 否 か とい う基 準 と、③ の 命 題 要 素 がpの 否 定 形
notpと して表 現 され るか 、或 い は、 そ れが よ り特 定 され たNOTpと して 表現 され
るか とい う基 準 で、 細 分 化 され る。 命 題pが 明 示 され、 ③ の 命題 要 素がNOTpと
241
国際経営 フォー ラムNo.11
して 表現 され た もの が 、 第2形 式 で あ る 。 命 題pは 明 示 され ず 、③ の 命 題 要 素が
NOTpと して 表現 され た もの が 第3形 式 で あ る。 命題pは 明示 されず 、③ の命 題 要
素がnotpと して 表現 され た もの が 第4形 式 で あ る。 命 題pは 明示 され ず 、③ の 命
題 要 素 がnotpと して 表現 され 、そ のL、 意 味 を特 定す るNOTpを 表現 す る文が 直
後 に続 くのが 第5形 式 で あ る。
上記 第三 タ イプ の 細 分 化 は、 第一=タ イプ の場 合 と同様 、 複 合 前置 詞 句contrary
toWlの 直 後 に 同格 のthat節 を伴 うな ど して 命題pが 明 示 され るか どうか とい う基
準 に よる。 命 題pが 明 示 され ない の が 第6形 式 、 明 示 され るの が 第7形 式 で あ る。
どち らの形 式 も、② を表現 す る文 の 後 に、 命 題 要素NOTpを 含 む③ を表現 した 文
が続 く。
こ こに論 じた 七つ の 表現 形 式 以外 に も、様 々な形 式 が予 想 され る。例 え ば、 意 味
構 造 ⑬ ②,③ の全 てが 独 立文 と して表 現 され る よ うな形 式 が 有 り得 ない とは 言 え な
い。 しか し、 少 な くと も今 回用 い たデ ー タの中 で は、 そ の よ うな文章 を見 つ け る こ
とが で きなか った 。 この こ とは、接 続 副 詞onthecontraryを 指 標 と して 集 め た文
章 の 中 にお い て は、① ② ③ 全 て が 独 立 文 と して 表現 され る場 合 が か な り多 く見 ら
れ た の とは対 照 的 で あ る。 ① が 独 立文 と して 表現 され る 第1形 式 の件 数 も非 常 に少
なか っ た。 また、② が 表 現 され て い る と考 え られ る 第6、 第7形 式 も非 常 に件 数 が
少 な く、例 外 とい って 良 い ほ どで あ った。 この こ とか ら、ContrarytoWlと い う複
合 前 置 詞句 は、 一般 的 に、 意 味構 造③ を表 現 す る文 に文 法 的 に組 み 込 まれ 、 意味 構
造① ② は そ の 文か ら逆 算 して得 られ る とい え る。換 言す れ ば、 命 題 相 対 化 の意 味
構 造 ③ の主張 、 つ ま り 「W2で はnotp/NOTpが 真 で あ る」 こ とを主張 す るの に
重 点 が おか れ 、意 味構 造① ② はそ れ に従 属 的 な もの と して 表現 され るので あ る。
8.意 味 機 能
命題 相 対化 につ い て は、 表 現形 式 のみ な らず 、 そ の表 現全 体 が 持 つ意 味 機 能 につ
いて も考 察 す る必 要 が あ る。 様 々 な形式 で 表現 され る命 題 の相 対 化 は、二 つ の世 界
の比較 作 業 で あ るが 、 そ の比 較 作 業 が意 味 す る もの は何 で あ ろ うか 。 こ こでい う意
味機 能 とは、 命 題相 対 化 の 表現 全 体 が、 例 え ば誤 りの訂 正 とい う目的 を果 た して い
る よ うな場 合 に、その 目的 の こ とを いい 、そ れ を 「誤 り(mistake》 一訂 正(correction)」
とい う よ うに表 す 。 この表 記 の仕 方で 意 図 してい る こ とは、文 章 の 一部 を成す い く
つ か の文 が 「誤 り」 を表現 し、他 の一一部 を成す い くつか の 文 が 「訂 正」 を表現 す る
こ とに よ り、 そ の二 つ の 部分 に は意 味 的 な繋 が りが 生 まれ て い るこ とを示 す こ とで
あ る。
第6節 で も述 べ たが 、 こ こで い う意 味 機 能 は 、 命題 相 対 化 を表 現 して い る各文 の
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間 に あ る意 味 関係 の ネ ッ トワー クの 中 に位 置 づ け る こ とが で きる
。二 っ の節 ど う し、
或 い は文 どう しの 間 に結 ば れた 意 味 関係 が 、 もう 一つ の 同様 に結 ばれ た意 味 関 係 と
統 合 され 、 更 に 大 きな意 味 関係 を成 ±Lさせ る とい った よ うに、 二節 問 の意 味 関係 を
最小 単位 とす る ネ ッ トワー ク と して命 題相 対 化 の 表現 を捉 え る と
、そ の 意 味機 能 と
は、 ネ ッ トワー クの頂 点 に位 置 す る意 味関 係 で あ る。 例 えば 、命 題 相 対化 の意 味構
造 ① 一③ が す べ て独 立 文 で 表 現 され る と きに は、 第 一一・文 と第 二 文 の 間 に は 「否 定」
の関 係 が成 立 し、 第二 文 と第 三文 の 問 には 「特 殊 化」 の意 味 関係 が成 立す る
。 そ し
て ・ 三 文 全体 と して は ・ 否 定 と特 殊 化 の統 合 した 意 味 関 係 と して
、 「誤 り 一訂 正」
や 「予測(expectation}一 挫 折(frustration)」 の意 味 関係 が 成 立 し
、 これ を命題 相 対化
の意 味 機 能 と呼 ぶ の で あ る。 文や節 の 関 係 を この よ うに捉 え る こ とは
、 文や 節 の境
界 を越 え て 文 章構 造 を記 述 しよ う とす る際 に と り得 る つ の 方策 で あ り
、 二節 間の
意 味 関係 をそ の基準 とす る立場 で あ る。
実 際 に 、onthecontraryを 指 標 と して集 め た文 章 の 中で は、 この 方 策 に よ り意
味構 造 ① 一③ を 表現 す る 文 の 関係 を特 定 す る こ とが 、 そ の 文章 の構 造 の 大 きな部 分
を説 明 す る こ と に な っ た 。 特 に① 一③ が す べ て独 立 文 で 表現 され る と きな ど に は
、
命 題相 対 化 の 意味 機 能 そ れ 自体 が 文 章全 体 のii的 と 言って 良 い場 合 も多 か った
。例
え ば、あ る誤 った情 報 の訂 正 を 目的 と して書 か れ た 文章 の 中 で は、大 多数 の 文が① 、
② 、③ を表現 す るそ れぞ れ の 文 との 関係 で捉 え られ 、 命題 相 対化 の 意味 機 能 そ の も
の が 文章 全体 の それ と言 え る よ うな場 合 も多い。
そ れ に対 して、contrarytoWlと い う指標 を含 む文章 で は、 それ を含 む 一一文 だ け
で命 題 相 対化 が 表現 され て し まうの で、 命 題相 対 化 は、 文章 全体 の大 きな部 分 に は
関 わ らな い こ とが 多い。contrarytoWiと い う表現 は、 命 題相 対 化 の意 味 機能 を文
章 中 の一・文内 に押 し込 め て しまい、独 立 した文 どう しの 関係 と してそ れ が 表現 され
る場 合 は希 で あ る。 命 題相 対 化 が 文章 の比較 的小 さい部 分 に しか 関 わ らな い とい う
特 徴 は・ この表現 が ・C・ntraryt・expectati・ns/c・mm・nbelief/theprevailing
ethos/theapParentbelief/popularopinion ,inW?lt:15trueNOTp.と い った形 式
で段 落 の始 め に現 れ 、 般 常 識 の中 で捉 え られ る命 題pと 対比 す る こ とに よ り命 題
NOTpの 目新 しさ を強 調 す る よ う な、 話 題提 示 の 文 の 中 で用 い られ る場 合 が 多 い
こ とに も伺 え る。 文 章全 体 の構 造 とい う点 で は、 この 一文 内 に押 し込 め られ て い る
「誤 り一訂 正」 や 、 「予 測 一挫 折 」 とい う意 味機 能 は 、 あ ま り重 要性 を持 た な い場 合
が 多 い。
しか し・ 意味 機 能 が必 ず し も節 関係 と して は捉 え られ な い とい う こ とは
、そ の特
定が 不 可能 で あ る とい う こ とで はな い。 む しろ、contrarytoVY1と い う表 現 は
、世
界特 定 要 素 を明 示す るの で 、 そ れ を含 む 文 か ら対比 され る 世界 の組 み 合 わせ を極 め
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て 容 易 に 取 り出 す こ とが で きる 。 そ して こ こ で も、onthecontraryを 含 む 文 章 の
分 析 の 場 合 と同 様 に 、r誤 り 一訂 正 」 と判 断 で き る場 合 が 大 半 で ・ 「予 測 一挫 折 」 と
判 断 で き る もの が 少 数 あ っ た 。 例 え ば 、 例 文1(6)は 、 前 者 の 例 と見 な せ る し、 例
文8のContrarytoで 始 ま る 文 は 、 後 者 の 例 と見 な す こ とが で き る 。 対 比 さ れ て い
る世 界 特 定 要 素 は 、 例 文1の 場 合 、Wi(theimpressiongivenintheadvertisement)
とW2(share)で あ り、 広 告 の 与 え る 印 象 と、 動 詞 の 時 制 に よ っ て 規 定 さ れ る現 実 世
界 の 対 比 と考 え ら れ る.例 文8で は 、W1(whatmighthavebeenexpected)と
W2(havebeen)の 世 界 特 定 要 素 が 、 予 測 と現 実 の 対 比 を 表 して い る 。 た だ 、 ど ち ら
の 意 味 機 能 と も取 れ る よ う な 場 合 や 、 ど ち ら と も取 れ な い よ う な 場 合 も 多 く、 対 比
され る 二 つ の 世 界 特 定 要 素 と意 味 機 能 の 関 係 は 、 よ り深 い 考 察 を要 す る 。以 下 で は 、
こ の 点 につ い て の べ る 。
9.意 味 機 能 特 定 の 問 題 点
命 題 相 対 化 の 意 味 機 能 を特 定 す る 一一つ の 基 準 と し て 、 文 章 中 に そ れ を 明 示 す る よ
う な 指 標 が 含 ま れ て い る こ とが あ げ られ る 。 接 続 副 詞onthecontraryを 含 む 文 章
を 分 析 した と き に 、mistake,correct,expectな どの 語 が 、 意 味 機 能 を 明 示 して い る
場 合 が 多 か っ た 。 複 合 前 置 詞 句contrarytoWlの 分 析 に お い て も 同 様 で 、 実 際 に 、
例 文1に も、 「誤 り 一訂 正 」 を示 すmisleading,correctと い う語 が 含 ま れ て い る し、
例 文8に も、 「予 測 一挫 折 」 を示 すexpectと い う語 が ・ 世 界 特 定 要 素 の 中 に 含 まれ
て い る。 どち らの 意 味 機 能 も第 一 要 素 と第 二 要 素 が 、 否 定 の 関 係 を 持 つ とい う 共 通
点 が あ る に もか か わ らず 、 こ の 二 つ の 意 味 機 能 を 区 別 した の は 、 「予 測 一挫 折 」 が 、
文 章 中 で 「問 題 」 を提 示 す る こ と に な る場 合 が 多 く、 そ れ に 対 す る 「解 決 」 を要 求
し、 そ れ を表 現 す る文 と の 問 に 「問 題(problem)一 解 決(solution)」 とい う よ り高 次
の 意 味 関 係 を成 立 させ る可 能 性 が 高 い た め で あ る 。 さ ら に 、 両 者 を 区 別 す る 理 由 と
して 、「予 測 一挫 折 」に は 、譲 歩(concession》 の 意 味 が 含 ま れ て い る こ と も指 摘 した 。2)
しか し、 前 節 で も最 後 に触 れ た よ う に、 そ の 意 味 機 能 の 判 別 は そ れ ほ ど明 確 で は
な い 。 例 え ば 、 例 文13に はContrary亡oexpec亡a亡lonsと い う表 現 が 含 ま れ て い る の
で あ る が 、 予 測 され た 命 題p[MrBereczpaidattentiontoindependentgroups
whichareemergingonthepoliticalscene】 が 「誤 り」 で あ り、 事 実 と して 提 示 さ
れ た 命 題notp【hepaidlittleattentiontoindependentgroupswhichareemerglng
onthepoliticalscene]に よ り 「訂 正 」 さ れ た の だ と考 え る こ とに 何 の 不 自然 さ も感
じ られ な い 。 そ して 、 予 測 が 外 れ た こ とが 、 「問 題 」 と して 文 中 に提 示 さ れ て い る
訳 で も な い 。 つ ま り、 こ の 場 合 の 命 題 相 対 化 の 意 味 機 能 は 、expectationsと い う単
語 は あ るが 、 「誤 り 一訂 正 」 と して もか まわ な い よ う に 思 え る。
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こ の 場 合 の 世 界 特 定 要 素(expectations)は 、 例 文1のW1(theimpressiongivenin
theadvertisement)な ど と 同 様 、 そ の 世 界 で7i張 さ れ る 命 題 を 否 定 した と し て も
、
挫 折(frustration)と は 理 解 し に くい の で あ る 。 「予 測 一挫 折 」 と判 断 し得 る よ う な場
合 は 、た だexpectationsと い う指 標 を 含 ん で い る と い う こ と だ け で は14分 で は な く
、
世 界 特 定 要 素Wlが 、 か な り信{,,,.c:,.性の 高 い も の で な け れ ば な ら な い と思 わ れ る
。 こ
の 例 に お い て は 、 世 界 特 定 要 素 で あ るexpectationsが 、popularbelief,general
opinionな どの 世 界 特 定 要 素 で 表 さ れ る世 界 と 同 様 に 、 書 き手 が 自 分 自 身 の 信 じ る
世 界 と して 提 示 した も の と は 見 な され に くい 。 世 界 特 定 要 素Wlで 表 現 さ れ る 世 界
に 、 書 き手 が ど れ だ け の 信 葱 性 を 見 出 し て 表 現 して い る か と い う
、 必 ず し も特 定 の
容 易 で は な い 基 準 が 、 意 味 機 能 の 特 定 に は 関 わ っ て い る の で あ る 。
Wlの 信 懸 性 とい う点 で は 、 そ れ が か な り高 い と考 え ら れ る 法 律 ・規 則 な どが
、










この 例 に示 す よ うな世 界特 定 要素 は、expectationよ り信{,,;c:.,性とい う点 で は高 く、
この場 合 の命 題 相 対 化 の 意 味 機 能 に対 して は 、 「予測 一挫 折」 とい う表 記 はあ ま り
適切 で は な い。 もち ろん 、 「誤 り一訂正 」 とい う表 記 が 不 適 切 で あ る こ と は 言 うま
で もなか ろ う。 命題 相対 化 の意 味 機 能 は、 この よ うに様 々な要 因 に影響 されて 変化
す る もの で あ り、簡 単に判 断で きない場 合 も多 い。
以 上 の 問題 点 を踏 まえ て、 以下 で は対比 され る 世界特 定 要 素 と、 意 味 機 能 の 関係
の体 系 的 な説 明 を試 み る。
10.対 立 世 界 と 意 味 機 能 の 関 係
10.1順 接 と 逆 接
前 節 で 、 文章 の 書 き手 が 、 世 界特 定 要 素 に よって 表現 され る世 界 に どの 程 度 の信
愚 性 を置 い てい るか が 、意味 機能 を決 定す る うえ で 重要 な要 因で あ る こ とを述 べ た 。
し か し 、 こ の 信 葱 性 と は 、 い っ た い ど の よ う な も の で あ ろ う か 。 ま た 、
expectationと い う語 が 世界特 定 要 素 と して用 い られ て も、 場 合 に よ って は、 そ の
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否 定 が挫 折(frustration)と は捉 え られ な い とい うこ とに、 一貫 した 説 明が 可 能 であ
ろ うか。
前 述 の よ うに、contrarytoW1と い う表 現 を含 む文 で は、 命題 相対 化 の意 味 機能
は… 文 内 に集 約 され て い て、節 関係 と して は表現 され ない こ とが 多 い。 しか し、 こ
の 文が 先 行 文脈 を持つ 場 合 に、 そ の先 行 文脈 とこの文 との 関係 に注 目す る と・興 味
深 い こ とに気 が つ く。 以 下に示 す よ うに、contrarytoW1と い う表現 を含 む文 は、
先 行 文脈 と順接 の論 理 関係 を持 つ場 合 と逆接 の論 理 関係 を持 つ場 合 の両 方 あ る こ と











例 文17で は 、 副 詞lndeedが 、 そ れ を含 む 文 とそ れ に 先 行 す る 文 とが 論 理 的 に順
接 の 関 係 で あ る こ と を示 して い る 。 一・方 、 例 文18で は 、 接 続 詞Howeverが 、 先 行
す る 文 と の 逆 接 の 関 係 を示 して い る 。 こ れ は 、contrarytoWlと い う 表 現 で 特 定 さ
れ る 世 界Wlが 、 先 行 文 脈 と論 理 的 整 合 性 を 持 つ 世 界 で あ る場 合 と 、 そ う で は な い
場 合 が あ る こ と を 意 味 す る 。Wlが 、 先 行 文 脈 と論 理 的 整 合 性 を持 つ 世 界 で あ る な
ら ば 、 逆 接 の 接 続 詞howeverが 付 加 され 得 る し、 そ う で な い 場 合 、 つ ま り、Wlが
先 行 文 脈 と論 理 的 整 合 性 を 欠 く世 界 で あ る な らば 、 先 行 文 脈 はW2と 論 理 的 整 合 性
を持 つ こ と に な り、 副 詞indeedを 付 加 し得 る 。L記 例 文 で 言 え ば 、 例 文18のWl
(analystslsummerexpectations)は 、 先 行 文 と整 合 性 を持 つ の で あ り、 例 文17のWl
(popularbelief)は 、 先 行 文 脈 と 整 合 性 が な い 。 換 言 す れ ば 、analysts'summer
expectationsは 、 前 文 で 述 べ ら れ て い る伝 統 的 な 肉 の 販 売 に 関 す る 傾 向 か ら論 理 的
に 導 き出 さ れ る。 そ れ に 対 して 、popularbeliefは 、 そ の 前 文 の 内 容[theoriginal
nativeEnglishelementinourlanguagebecomesaminority]と は論 理 的 に整 合 し
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な い 。 こ の 文 の 内 容 は 、W2(itcouldbesaid)の1人 」容[English
,intermsof
vocabulary,ismoreRomance-basedthanAnglo -Saxon-based]と 論 理 的 に 整 合 す る
の で あ る 。
先 行 す る 文 脈 が 、 あ る 世 界 と論 理 的 に 整 合 す る とい う こ と は
、 そ の 文 脈 が そ の 世
界 を 規 定 して い る と も 考 え られ ・そ の 意 味 で 、世 界 特 定 要 素 の 延 長 で あ る と い え る
。
仮 に 、 そ の よ う な 先 行 文 脈 を も世 界 特 定 要 素 と同 様 に 表 記 した 場 合
、 順 接 と逆 接 の





命 題 相 対 化 の 表 現 整 合 性
C。ntraryt・W1,inW・itistruethatNOTp順 接(indeed)
C。ntraryt・W1,inW2itistruethatNOTp逆 接(h。wever)
こ こで い う順 接 とは・NOTpを 論 理 的 に導 き得 る 世界Wzが 先行 文脈 と して設 定
され て い なが ら・contrarytoWlと い う表現 を用 いて 、 それ とは論 理 的 に整 合 しな
い世 界W1を 提 示 す るが 、 文 全体 と して は先 行 文脈 と整 合 す るW2でNOTpを1三 張
す る とい う展 開 で あ る。 この場 合 、Wlの 存在 が 示 され る もの の 、 最終 的 に は命 題
相 対 化 を表 す 文 と先行 文 脈 の 間 に は、W2の 視 点 が 一貫 して い る こ とに な る
。 これ
に対 して、逆 接 の 方 は、先 行 文脈 と命 題 相 対化 の表 現 の 問 に 世 界の統 ・が 見 られ な
い。 先 行 文脈 で はWlが 設 定 され てい るに も関 わ らず 、最 終 的 に はWMの 視 点 が設 定
され て しま うか らであ る。
こ こ まで は、順 接 と逆接 とい う論理 関係 を、 命題 相 対 化 の 表現 と先行 文脈 の 関係
と して説 明 して きたが 、 この 先 行 文脈 の働 きを、 文章 の 書 き手 の 経験 知 識 に置 き換
え て考 え る こ と も可能 で あ る。 す る と、 図3は 、書 き 手が あ る世 界 を理解 す る た め
に、 そ れ をみ ず か らの経験 知 識 と比 較 す る 手順 を も表 してい る こ とに気 がつ く
。 書
き手 は 、 あ る 世界 に 直 面 し、 それ を理解 し よ うとす る と きに、経験 知 識 と論 理 的 に
整合 す る 世界 を設 定 して、 両 者 を比 較 す るの で あ る。 そ の比 較 作 業 の 手順 は
、 二つ
の 世界 の 順 序 付 け に よ り、 二通 りに表 現 され る。 一つ は 、理 解 の 対 象 と な る世 界
(対 象 世 界)に 対 して、 経 験 知 識 と整 合 し比 較 の 基 準 と もい え る 世界(基 準 世 界)
を提 示す る順 接 で あ る。 もう 一つ は、逆 に、 基準 世 界 に対 して 、対 象世 界 を提 示 す
る逆 接 で あ る。 つ ま り、 順接 の場 合 は、 対 象世 界 がWl 、 基準 世 界がW,で あ り、逆
接 の場 合 は・ 対 象 世界 がW2・ 基準 世界がW1と い う こ とに な る。ContrarytoWlと
い う表現 の中 で、 同 じWlで あ って も、対 象 世 界 の場 合 と、基 準 世界 の場 合 が有 る。
「誤 り一訂 正」 とい う意 味機 能 は、対 象 世界 に対 して基 準 世界 を提 示 す る順 接 で
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表 現 され、 「予 測 一挫 折 」 は、 基 準 世 界 に対 して 対 象 世 界 を提 示 す る逆接 で 表 現 さ
れ る。 「挫折 」 の意 味 は、 この逆接 の論 理 関係 に よる と考 え られ る。
10.2世 界 特 定 要 素 の信 葱 性
基準世界は、経験知識 によ り推論 される命題pを 真 とす る世界である。その よう
な世 界を表現す る世界特定要素はい ろい ろある。 しか し、それぞれの世界特 定要素
は、その表現す る世界が経験知識 と整合する ロ∫能性 において異 なる。前節 冒頭で述
べ た信愚性 とは、各世 界特定要素 に固有 の、経験知識 との整合性 の程度である。従
って、儘 愚性 の高い もの ほ ど、基準 世界を表す 世界特定要素 としての働 きが強 く予
測 される。本稿 で用いたデー タを基 に、以Fに 示す ような信愚性 を表す スケール ヒ
に、代表的 な世 界特定要素 を一並べてみる。
図4世 界 特 定 要 素 の 信 葱 性
prejudicepopularbelief
1■
expectationlawreality(動 詞 の 時 制 な ど)
p+1
この信 愚性 の ス ケー ル は以 下 の こ とを示 して い る。 プ ラ ス側 に位 置す る世 界特 定
要 素 は 、信 懸性 が高 く、経 験 知 識 と整 合 し易 い 、つ ま り、 基準 とな る世 界 を表現 す
る可 能性 が 高 い が 、 マ イナ ス側 に位置 す る もの は 、経験 知 識 とは不 整 合 で 、基 準世
界 と して は表現 され な い こ とを表 してい る。 経 験 知 識 に よ り推 論 され た命 題pを プ
ラ ス側 の 世 界で 主 張 し、 命 題notpは マ イナ ス側 の 対 象 とな る世 界 で 主 張す れ ば ・
ス ケ ー ルの一 貫 性 は保 た れ る。 しか し、 命題notpも プ ラス側 の対 象 とな る世 界 で
主張 して しま う と、 矛 盾が 生 じ、 ス ケー ルの ・貫性 を乱 して しまう こ とに なる。
「予 測 一挫 折 」 の 意 味 機 能 が 「問 題」 の提 示 に な る こ とが 多 い こ とを述 べ た 。 こ
の 意 味機 能 は、 予測(expectation)を 基準 世 界、 つ ま り、経 験 知識 と整 合 す るプ ラ ス
側 の 世 界 と して提 示 して 、 そ の 中 で命 題pを 主張 す るが 、notpも プ ラ ス側 の現 実
世 界(reality)で 主 張す る ため に矛 盾 が 生 じ、信 愚性 の体 系 を崩 して しま うの で あ る。
これが 、 「問 題」 とな る。
しか し、世 界特 定 要素expectationは 、 ス ケー ル上 微 妙 な位 置 にあ る。 例 文18の
よ うに、 そ の 先 行 文脈 で 、経 験 知識 との整 合 性 が 示 され て い る場 合 に は、 「予 測 一
挫 折 」 の意 味 機 能 を成 立 させ るが 、 例 文13で 見 た よ うに 、単 独 で世 界 を規 定す る
場 合 に は、 マ イナ ス側 の 世界 と判 断 され る場 合 も有 り、 そ の場 合 は 、基 準世 界 とは
な らず 「挫 折 」 を導 か な いの で あ る。 世界特 定 要 素expectationを スケー ル ビで ゼ
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ロ に 位 置 づ け て あ る の は そ の 為 で あ る 。 な お 、expectationが 、 先 行 文 脈 で 、 基 準
世 界 と して の 整 合 性 を 強 調 さ れ て い る場 合 に は 、そ の 先 行 文 脈 と逆 接 の 関 係 を 示 す 、
but,however,yetな どの 接 続 詞 が 文 に 含 まれ る こ とが 多 い 。
一 方
、 例 文16の 酌eEαrρpeHηConven亡lonofHumanR忽h亡sの よ う に 、 基 準 世 界
がexpectationな ど よ り信111性 が 高 い 世 界 特 定 要 素 で 表 現 さ れ る と、 「規 則(ruled‐
違 反(breach)」 と で も記 す べ き意 味 機 能 を持 つ よ う に な り、 「予 測 一挫 折 」 と い う
表 記 が や は り不 適 切 に な っ て し ま う。 ス ケ ー ル 上 のlawは 、 この よ う な世 界 特 定 要
素 の 典 型 で あ る。
「誤 り 一訂 正 」 の 意 味 機 能 は 、Wl(popularbelief,popularsuspicion,appearances ,
general..opinion,hisclaimな ど に よ り規 定 さ れ る 仮 定 的 世 界)に 対 し て 、W2(1S,
were,do,did,havebeenな どの 時 制 に よ り規 定 され る現 実 世 界}を 提 示 す る 場 合 に
成 立 す る 。 即 ち 、 命 題pを ・L張 す る対 象 世 界W1は 、 マ イ ナ ス側 に位 遣 し、notpを
主 張 す る 基 準 世 界W2は 、 プ ラ ス 側 に位 置 す る 。 そ れ ゆ え に 、 信 憲 性 の ス ケ ー ル は
一一貫 性 を 保 持 して い る
。 ま た 、Wlに 良 く含 ま れ て い るpopular,general ,common,
prevailingな ど の 形 容 詞 は 、 信 懸 性 を 下 げ る 役 割 を 果 た し て い る と思 わ れ る 。
popularbeliefで は な く、beliefだ け な らば 、 単 独 のexpectationと 同 様 、 書 き手 の
経 験 知 識 と整 合 す る 基 準 世 界 と見 られ る可 能 性 も出 て くる の で 、 こ れ らの 語 で マ イ
ナ ス 側 の 世界 特 定 要 素 で あ る こ とが 強 調 され て い る と考 え る 。
「誤 り 一訂 正」 の 意 味 機 能 は 、 仮 に 、 基 準 世 界(W2)の 信 懸 性 が 低 くな れ ば 、 そ れ と





この 様 に、書 き手の経 験 知識 と整 合 す る基 準 世 界 が、 限 りな くマ イナ スに近 づ い
て い る こ とを強 調 す る と、 二つ の 世界 の 信 懸性 には 大 差 が な くな り、 「訂 正 」 の 意
味 が 薄 ら ぐ。 つ ま り、 「誤 り一訂正 」 の意 味 機 能 も、 「銅則 一挫 折 」 の 意 味 機能 と同
様 に、基 準 世界 の信 懸性 に よっ て、 そ の判 定 の 適切 さが 変化 す る。
命題 相 対 化 の 意 味機 能 は、 書 き手 の経 験 知 識 と整 合 す る基準 世 界 と、 理解 の対 象
とな る対 象 世 界 と の比 較 作 業 か ら生 ま れ て くる。 二つ の 世 界 は 、 複 合 前 置 詞 句
contrarytoWlに よて順 序 付 け られ る。Wlで ど ち らの 世 界 を 表現 す るか に よ り、
「対 象世 界 に対 す る基 準 世界」 とい う順接 か、 「基 準 世 界 に対 す る対 象世 界」 とい う
逆 接 の論 理 関係 で 表現 され るの で あ る。 基準 世 界 は、信 懸 性 が プ ラス側 の世 界特 定
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要 素 に よ り表 現 され るが 、 対 象 世 界が マ イナ ス側 の世 界 特 定 要 素 で 表現 され れ ば、
信{,,,.i;..性スケ ー ルの 一一慣 性 が保 た れ る。 しか し、対 象世 界 もプ ラ ス側 の世 界特 定 要素
で表 現 され る と、信 懸性 スケー ルに は矛盾 が 生 じて しまい、 「問 題」 が 生 じる。
「誤 り(mistake)一 訂 正(correction)」 と 「予 測(expectation)一 挫 折(frustration)」 の
意 味機 能 は、比 較 され る二 つ の 世 界の 論 理 関係 と信愚 性 を特 定す る こ とで定義 が可
能 で あ るが 、特 別 な意 味機 能 とい うわ けで は な い。 しか し、 こ こで述べ た意 味 機 能
生 成 の過 程 で 、好 対 照 を成す 二 つ の意 味 機 能 で あ る とい え る。前 者 は、順 接 の 論理
関係 で 表現 され、 マ イナ ス側 の対 象 世 界 で命 題pを 主 張 す るの に対 して 、 プ ラ ス側
の基 準 世 界 で 命題notpを 主 張す る。 そ の結 果 、 信 葱性 スケ ー ルの ・一貫 性 は保 た れ
る。 後 者 は、逆 接 の論 理 関係 で表 現 され 、 プ ラ ス側 の基 準 世 界 で 命題pを 主張 す る
の に対 して 、 更 にプ ラス側 の 対 象世 界 で 命 題notpを 主張 す る。 そ の結 果 、信 葱 性
ス ケ ー ルに矛 盾 が 生 じる。
11.世 界特定要素の抽 出
最後 に、 今 回用 い たデ ー タか ら世 界特 定要 素 を抽 出 して以 下 に示 し、 こ こ まで に



































































































































































































































1)こ の命 題 相 対化 の 図示 の仕'方は、 命 題 相 対 化 を次 に示 す よ うな特 殊 な関数













2)r大 橋(1999:328)参 照 。
3)(後'置)=contrarytow1が 文 尾 に つ い て い る も の 。
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